
海苔養殖の主要な対象であった紅藻アマノリ属の一

種アサクサノリ Porphyra tenera Kjellman は，1950 年

代以降徐々に養殖に用いられなくなるとともに，主な

生育地である内湾の河口付近の干潟の多くが埋め立て

や干拓などで消滅していったために減少し (吉田ほか,

1999)，現在では環境省 (2007) や水産庁 (1998) に

よりそれぞれ絶滅危惧Ⅰ類，絶滅危惧種と判断され，

ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種と

位置づけられている．近年確認された生育地は全国で

十数か所である (菊地ほか, 2002 ; Kunimoto et al.,

2003 ; 菊地・二羽, 2006)．

最近 10 年間に確認された関東地方におけるアサク

サノリ生育地は東京湾に注ぐ多摩川河口干潟 1 か所の

みである (菊地・二羽, 2006)．千葉県からは，1996

年に東京湾側の浦安，木更津，富津の 3 か所から採集

した報告があるものの (Miyata and Kikuchi, 1997)，

その後の調査では，これらの場所においてアサクサノ

リは確認されていなかった．

著者のひとり菊地は千葉県におけるアサクサノリ生

育地の確認を目的に，アサクサノリの生育の可能性の

高い主要な河川の河口付近での生育調査を行ってきた．

その結果，東京湾奥に注ぐ旧江戸川河口域及び太平洋

に注ぐ一宮川河口域においてアマノリ属の葉状体が確

認された．旧江戸川河口域については，東京都との境

を流れるため，東京都側の葛西海浜公園内の東渚につ

いても調査を行ったところ，アマノリ属の葉状体の生

育が確認された．これらの葉状体の形態観察及び糸状

体 DNA の PCR-RFLP 分析を行ったところ，アサク

サノリであることが確認されたので，その結果を報告

する．
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要 旨 絶滅危惧種紅藻アサクサノリの千葉県内における生育地を確認した｡ 千葉県と東京都の境界

となる旧江戸川の河口域両側 (千葉県浦安市舞浜及び東京都江戸川区臨海町葛西海浜公園東渚) 及び太

平洋側の九十九里浜に位置する一宮川河口北側の潟湖内で，アマノリ属葉状体を採取し，形態観察及び

DNA 解析を行ったところ，アサクサノリであると同定された．旧江戸川河口は，近年東京湾で確認さ

れた 2 か所目のアサクサノリ生育地であり，一宮川河口域は，外房海域で初めて確認された生育地と

なる．共にアサクサノリの貴重な産地として生育環境の保全が望まれる．

キーワード: アサクサノリ，紅藻，絶滅危惧種，千葉県，東京湾．
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図 1. 採 集 地.



方 法

旧江戸川河口域での採集は，千葉県浦安市側 (千葉

県浦安市舞浜地先，北緯 35°38′，東経 139°52′付近，

以下浦安側) では 2006～2008 年の毎年 2～3 月に月 1

～2 回の頻度で行い，東京都江戸川区臨海町葛西海浜

公園の東渚 (北緯 35°38′，東経 139°51′付近，以下葛

西側) では 2007 年 3 月 22 日 (田中克哲氏による) と

2008 年 2 月 20 日に行った．一宮川河口域での採集は，

千葉県長生郡長生村一松に広がる潟湖内または潟湖か

ら河口への水路の途中に広がるヨシ原 (北緯 35°23′，

東経 140°23′付近) で，2004～2008 年の 2～3 月に

2005 年を除く毎年 1～2 回行った (図 1)．採集場所で

は，徒歩でなるべく広範囲を目視により調査し，アマ

ノリ属葉状体の生育の有無を調べ，生育が認められた

場合は必要最少量を研究用サンプルとして採集し，冷

蔵保存して持ち帰った．2008 年の採集時には，適宜

現場海水の水温及び塩分を記録した．

採集した葉状体を形態観察に用いると伴に，成熟葉

状体から接合胞子を得て，それを温度 20°C，光周期

14L :10D，光量 20 μmol m－２s－１下で培養し，糸状体

培養株を得た．培養液は Grund 改変培地 (Brown et

al., 1977) を用いた．糸状体培養株を独立行政法人水

産総合研究センター西海区水産研究所に送付し，アサ

クサノリと形態的に類似するスサビノリ P. yezoensis

Ueda との判別が可能な葉緑体 DNA 及び核 rDNA を

用いた PCR-RFLP 分析を行った．糸状体からの DNA

の抽出は，Niwa et al. (2005a) の方法に従い，全 DN

A を抽出した．PCR で核 rDNA の ITS 領域と葉緑体

DNA の RuBisCo スペーサー領域を増幅し，ITS 領域

については Dra I と Hae III で，RuBisCo スペーサー

領域については Mun I で制限酵素処理をして，PCR-

RFLP 分析を行った．なお，比較として，形態および

DNA から同定が行われている熊本県河浦町産アサク

サノリ糸状体培養株，東京湾多摩川河口産アサクサノ

リ糸状体培養株と，スサビノリの養殖個体から得られ

た糸状体培養株 U-51 (Ohme et al., 1986) についても

PCR-RFLP 分析を行った．DNA 抽出に用いた糸状体

培養株は表 1 に示すとおりである．

採集されたアサクサノリの標本は千葉県立中央博物

館分館海の博物館ハーバリウム (CMNH) に保存さ

れており，糸状体培養株は，千葉県立中央博物館分館

海の博物館藻類培養室にて保存培養されている．

結 果

１．生 育 状 況

旧江戸川河口域

旧江戸川河口域の浦安側では，2006 年 2 月 28 日，

3 月 5 日，2008 年 2 月 10，14 日及び 3 月 8 日にアマ

ノリ属葉状体が確認された (図 2A, B)．しかし，2007

年 3 月 2 日の調査では確認できなかった．ここには，

河川敷のコンクリート護岸の脇に金属製の垂直護岸が

ありその中に種子植物のヨシの小規模な群落があった．

その垂直護岸の外側の岩に捨てられたナイロン糸がか
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表1 PCR-RFLP分析に用いたアマノリ属藻類糸状体培養株.
株番号 種 採集場所 採集日 文献

図7の電気泳動に使用した株

UM-T11 アサクサノリ 東京都大田区羽田空港 多摩川河口 2004年2月11日 菊地・二羽 (2006)

UM-T14 アサクサノリ 神奈川県川崎市殿町 多摩川河口干潟 2004年2月23日 菊地・二羽 (2006)

UM-T34 未同定 千葉県長生郡長生村一松 一宮川河口 2006年2月14日

UM-T35 アサクサノリ 東京都大田区羽田空港 多摩川河口 2006年2月27日

UM-T38 アサクサノリ 東京都大田区羽田空港 多摩川河口 2006年2月27日

UM-T39 アサクサノリ 東京都大田区羽田空港 多摩川河口 2006年2月27日

UM-T40 未同定 千葉県浦安市舞浜 旧江戸川河口 2006年2月28日

UM-T41 未同定 千葉県浦安市舞浜 旧江戸川河口 2006年2月28日

図8の電気泳動に使用した株

UM-T19 未同定 千葉県長生郡長生村一松 一宮川河口 2004年2月27日

UM-T20 未同定 千葉県長生郡長生村一松 一宮川河口 2004年2月27日

UM-T30 未同定 東京都江戸川区臨海町 葛西海浜公園東渚 2007年3月22日

UM-T31 未同定 東京都江戸川区臨海町 葛西海浜公園東渚 2007年3月22日

UM-T32 未同定 東京都江戸川区臨海町 葛西海浜公園東渚 2007年3月22日

UM-T33 未同定 東京都江戸川区臨海町 葛西海浜公園東渚 2007年3月22日

UM-T37 アサクサノリ 東京都大田区羽田空港 多摩川河口 2006年2月27日

UM-T42 未同定 千葉県長生郡長生村一松 一宮川河口 2007年2月 2日

比較に用いた株

1＊(U-51) スサビノリ 千葉県木更津市牛込 1974年 Ohme et al. (1986)

東京水産大学から西海区水産研究所に分与された株

78＊ アサクサノリ 熊本県天草市河浦町 1997年2月 6日

＊水産総合研究センター西海区水産研究所保存株番号



－ 47 －

千葉県における絶滅危惧種紅藻アサクサノリの生育

図 2. 採集地とアマノリの生育の様子. A, B, 千葉県浦安市舞浜の旧江戸川河口 : A, 採集地 (2008 年3月8日) ; B,
ナイロン糸に着生するアサクサノリ (2006年2月28日) ; C－E, 東京都江戸川区臨海町葛西海浜公園の東渚: C, 採集地
(2008年2月20日) ; D, E, ヨシの茎に着生するアサクサノリ (2008年2月20日) ; F－I, 千葉県長生郡長生村一松の一宮
川河口につながる潟湖 : F, 潟湖から河口付近に抜ける水路の採集地 (2004 年 2 月 27 日) ; G, 潟湖内の採集地 (2008年
3 月 6 日) ; H, I, 潟湖内のヨシの茎に着生するアサクサノリ (2007 年 3 月 22 日).



らまっており，それにアマノリ属葉状体が少量付着し

ていた (図 2B)．2008 年の調査では，垂直護岸の外

側のコンクリート製の消波ブロック上にもごく少量の

アマノリ属葉状体の着生が認められた．また，ヨシ群

落内には 2006～2008 年の調査でアマノリ属葉状体の

生育は認められなかったものの，2008 年には流れ着

いた葉状体がごく少量認められた．2008 年 3 月 8 日

の採集時の水温は 12℃，塩分は 13 psu であった．

葛西側では調査した両日ともにアマノリ属葉状体が

認められた (図 2C－E)．アマノリは東渚内に広がる

ヨシ群落のうち西側の一郭の 100m四方程度の場所の

ヨシの茎上に着生していた．その他の場所のヨシには

アマノリは着生していなかった．また，対岸に浦安側

を望む旧江戸川河口に面した側には消波ブロックがあ

るが，それにもアマノリ属葉状体は着生していなかっ

た．2008 年 2 月 20 日の採集時の水温は 5℃，塩分は

30 psu であった．

一宮川河口域

調査日の全日で，一宮川河口の北側に広がる潟湖か

ら河口付近に抜ける水路の脇に広がるヨシ群落の水路

脇の一部分 (図 2F) のヨシの茎上および潟湖の南寄
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図 3. 採集されたアマノリの標本. A－C, 千葉県浦安市舞浜の旧江戸川河口産 : A, 2006 年 2 月 28 日採集 (CM
NH-BA-6246) ; B, 2008 年 3 月 8 日採集 (CMNH-BA-6249) ; C, 2008 年 3 月 8 日採集 (CMNH-BA-6252); D, E,
東京都江戸川区臨海町葛西海浜公園の東渚産. ともに2008 年 2 月 20 日採集 : D, CMNH-BA-6261; E. CMNH-BA-
6263 ; F－H, 千葉県長生郡長生村一松の一宮川河口につながる潟湖産 : F, 2004年2月27日採集 (CMNH-BA-6236);
G, 2006 年 2 月 14 日採集 (CMNH-BA-6237) ; H, 2006 年 2 月 14 日採集 (CMNH-BA-6239).



り (河口寄り) に広がるごく小規模なヨシ群落のヨシ

の茎上に少量のアマノリ属葉状体の着生が確認された

(図 2G－I)．2006 年 2～3 月には，潟湖内のヨシ群落

には多数のアマノリ属葉状体の着生が認められた．

2008年3月6日の採集時の水温は 11℃，塩分は25psu

であった．

２．葉状体の形態

旧江戸川河口域浦安側産

採集された雌雄成熟葉状体 (図 3A－C) は長さ 5～

17 ㎝､ 幅 4～14 ㎝ で，長楕円形から円形，卵形，倒

卵形をしており，基部は心臓形，円形，鈍形ときに楔

形をしていた．色は緑がかった褐色か，やや赤みを帯

びた褐色をしていた．一層細胞で栄養細胞部分の体の

断面観の厚さは 27.9～31.1 μm，栄養細胞は断面観で

正方形もしくはやや縦長の長方形をしており，1 細胞

に星状の葉緑体が 1 個あった (図 4B)．縁辺部に鋸歯

はなかった (図 4A)．雌雄同株で，精子嚢は普通 64

個，最大で 128 個の精子に分裂し，それぞれ分裂表式

は 64(a/4, b/4, c/4) (図 4C, D)，128(a/4, b/4, c/8)

(図 4C, E) であった．接合胞子嚢は普通 8 個の接合

胞子に分裂し，分裂表式は 8(a/2,b/2,c/2) であった

(図 4H, I)．まれに c 分裂数が 3 になったものも見ら

れ (図 4J)，c 分裂の第 2 分裂面は体表面に対して平

行であった (図 4J の矢印の先の分裂面)．精子嚢，接

合胞子嚢ともに最大の分裂数になる以前にも，精子と

接合胞子は放出された．

造果器と思われる細胞は，葉状体断面観で楕円形

(図 4F) もしくは紡錘形 (図 4G) を示し，鈍形もし

くは鋭形の受精毛が認められた．

精子嚢は，葉状体の上部や縁辺部に形成され，精子

嚢斑は微視的なものから巨視的な大きさのものまであ

り，不定形か，やや縦長の形をしていた．

旧江戸川河口域葛西側産

採集された雌雄成熟葉状体 (図 3D, E) は長さ 4～

17 ㎝､ 幅 2～9 ㎝ で，長楕円形，楕円形，円形，卵形

をしており，基部は心臓形，円形，鈍形をしていた．

色は緑がかった褐色もしくはやや赤みを帯びた褐色を

していた．一層細胞で栄養細胞部分の体の断面観の厚

さは 26.3～31.1 μm，栄養細胞は断面観でやや縦長の

長方形をしており，1 細胞に星状の葉緑体が 1 個あっ
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図 4. 千葉県浦安市舞浜産アマノリ葉状体の形態. A, 縁辺部 ; B, 栄養細胞部分の断面観 ; C, 精子嚢部分の表
面観. 矢印は (a/4, b/4) の分裂を示す; D, E, 精子嚢部分の断面観: D, (c/4) の分裂を示す; E, (c/8) の分裂
を示す; F, G, 造果器部分の断面観: F, 楕円形の造果器 (矢印) ; G, 紡錘形の造果器 (矢印) ; H, 接合胞子嚢部
分の表面観. 矢印は (a/2, b/2) の分裂を示す; I, J, 接合胞子嚢部分の断面観: I, (c/2) の分裂を示す; J, (c/3)
の分裂を示す. 矢印はc 分裂の第 2 分裂面を示す. スケールはA＝20 μm, B＝20 μm, C-J はB に同じ.



た (図 5B)．縁辺部に鋸歯はなかった (図 5A)．雌雄

同株で，精子嚢は 64 個または 128 個の精子に分裂し，

分裂表式は 64 (a/4, b/4, c/4) (図 5C,D)，128 (a/4,

b/4, c/8) (図 5C, E) であった．接合胞子嚢は普通 8

個の接合胞子に分裂し，分裂表式は 8 (a/2, b/2, c/2)

であった (図 5H, I)｡ まれに c 分裂数が 3 になった

ものも見られ (図 5J)，c 分裂の第 2 分裂面は体表面

に対してやや斜向していた (図 5J の矢印の先の分裂

面)．精子嚢，接合胞子嚢ともに最大の分裂数になる

以前にも，精子と接合胞子は放出された．

造果器と思われる細胞は，葉状体断面観で楕円形

(図 5F) もしくは紡錘形 (図 5G) を示し，鈍形の受

精毛が認められた．

精子嚢は，葉状体の上部や縁辺部に形成され，精子

嚢斑は微視的なものから巨視的な大きさのものまであ

り，不定形かやや縦長のものがあった．

一宮川河口域産

採集された雌雄成熟葉状体 (図 3F-H) は長さ4～

23 ㎝，幅 1～13 ㎝ で，長楕円形から円形，卵形，倒

卵形をしており，基部は心臓形，円形，鈍形，楔形を

していた．色は緑がかった褐色から薄い褐色もしくは

やや赤みを帯びた褐色をしていた．一層細胞で栄養細

胞部分の体の断面観の厚さは 24.6～29.5μm，栄養細

胞は断面観でやや縦長の長方形をしており，1 細胞に

星状の葉緑体が 1 個あった (図 6B)．縁辺部に鋸歯は

なかった (図 6A)．雌雄同株で，精子嚢は 64 個また

は 128 個の精子に分裂し，分裂表式は 64 (a/4, b/4,

c/4) (図 6C, D)，128 (a/4, b/4, c/8) (図 6C, E) で

あった．接合胞子嚢は最大で 8 個の接合胞子に分裂し，

分裂表式は 8 (a/2, b/2, c/2) であった (図 6I, J)．

精子嚢，接合胞子嚢ともに最大の分裂数になる以前に

も，精子と接合胞子は放出された．

造果器と思われる細胞は，葉状体断面観で楕円形を

示し，鈍形の受精毛が認められるものと (図 6F)，認

められないもの (図 6G) があった．造果器部分の体

表面には，受精毛が見られても見られなくても精子が

付着し，造果器との間に受精管と思われる糸のような

線が見られた (図 6G, H)．

精子嚢は，葉状体の上部や縁辺部に形成され，精子
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図 5. 東京都江戸川区臨海町葛西海浜公園東渚産アマノリ葉状体の形態. A, 縁辺部 ; B, 栄養細胞部分の断面観 ;
C, 精子嚢部分の表面観. 矢印は(a/4, b/4) の分裂を示す; D, E, 精子嚢部分の断面観: D, (c/4) の分裂を示す;
E, (c/8) の分裂を示す; F, G, 造果器部分の断面観: F, 楕円形の造果器 (矢印) ; G, 紡錘形の造果器 (矢印) ;
H, 接合胞子嚢部分の表面観. 矢印は (a/2, b/2) の分裂を示す; I, J, 接合胞子嚢部分の断面観: I, (c/2) の分裂
を示す; J, (c/3) の分裂を示す. 矢印はc 分裂の第 2 分裂面を示す. スケールはA＝20 μm, B＝20 μm, C－J はB
に同じ.



嚢斑は微視的なものから巨視的な大きさのものまであ

り，不定形であった．

３．PCR-RFLP 分析によるDNA多型

核rDNAのITS領域および葉緑体 DNA の RuBisCo

スペーサー領域を用いた PCR-RFLP 分析の結果，旧

江戸川河口域の浦安産，葛西産および一宮川河口域産

のアマノリ属藻類の全ての糸状体培養株の電気泳動像

は，熊本県河浦産アサクサノリおよび東京湾多摩川河

口域産アサクサノリのものと一致し，スサビノリ糸状

体培養株 U-51 のものとは異なっていた (図 7, 8)．

考 察

今回採集された 3 地点のアマノリ属葉状体の形態観

察結果と，アサクサノリおよびスサビノリの形態につ

いて表 2 にまとめた．形態観察の結果，3 地点のアマ

ノリは全てヒトエアマノリ亜属に属し，外形，栄養細

胞部分の体の厚み，性型などから，アサクサノリまた

はスサビノリである可能性が考えられた．さらに，栄

養細胞部分の体の厚み，精子嚢斑の形状，精子嚢およ

び接合胞子嚢の分裂表式，造果器と受精毛の形態や 3

地点が河川の河口域に位置し，海水の塩分の低い干潟

に生育していることが，アサクサノリの特徴と良く一

致し，これらの藻はアサクサノリである可能性が高い

と考えられた．

しかし，形態観察結果のうち精子嚢の分裂表式につ

いては，これまでの報告では，精子嚢の分裂表式は

64 (a/4, b/4, c/4) が普通で，まれに 128 (a/4, b/4,

c/8) が見られる，とされている (殖田, 1932 ; Tanak

a, 1952 ; 黒木, 1961 ; 福原, 1968 ; Miura, 1984 ; 三浦,

1994 ; 菊地・二羽, 2006) が，本研究の結果では旧江

戸川河口域葛西側産と一宮川河口域産の個体では，64

(a/4, b/4 ,c/4) の分裂表式に加えて多くの葉状体で

128(a/4, b/4, c/8) も多く見られ，浦安側産の個体で

も，128(a/4, b/4, c/8) が見られた．一方，接合胞子

嚢の分裂表式については，c 分裂は 2 が普通で，多く

の報告 (殖田, 1932 ; Tanaka, 1952 ; 福原, 1968 ; Miura,

1984 ; 三浦, 1994) でスサビノリでは普通に見られる

4 に分裂したものは見られなかった．まれに c 分裂が

3 になっているものが見られた (図 4J, 5J)．これは 4

に分裂する途中のものと思われるが，見られた数はご

く少数であった．その他の形態的特徴もスサビノリよ
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図 6. 千葉県長生郡長生村一松の一宮川河口につながる潟湖産アマノリ葉状体の形態. A, 縁辺部 ; B, 栄養細胞
部分の断面観 ; C, 精子嚢部分の表面観. 矢印は(a/4,b/4) の分裂を示す; D, E, 精子嚢部分の断面観 : D, (c/4)
の分裂を示す; E, (c/8) の分裂を示す; F－H, 造果器部分の断面観: F, 楕円形の造果器(矢印) ; G, H, 受精と思
われる像. 矢印は表面に付着する精子 (矢印) ; I, 接合胞子嚢部分の表面観. 矢印は(a/2,b/2) の分裂を示す; J,
接合胞子嚢部分の断面観. (c/2) の分裂を示す. スケールはA＝20μm, B＝20 μm, C－J はB に同じ.



りもアサクサノリによく当てはまる結果を示していた

ので，形態的な特徴からは 3 地点のアマノリはアサク

サノリである可能性が高いと判断された．

アサクサノリとスサビノリの一品種ナラワスサビノ

リとは，形態的に類似しているものの，核 rDNA の

ITS 領域および葉緑体 DNA の RuBisCo スペーサー

領域を用いた PCR-RFLP 分析によって明確に区別さ

れる (Niwa et al., 2005a, 2005b ; 菊地・二羽, 2006)．

本研究の PCR-RFLP 分析の結果から，3 地点で採集

されたアマノリ属藻類の培養糸状体 10 株の電気泳動

像は，rDNA の ITS 領域および RuBisCo スペーサー

領域ともに，熊本県河浦産アサクサノリおよび東京湾

多摩川河口域産アサクサノリと全て一致し，スサビノ

リ U-51 株とは異なっていた (図 7, 8)．

以上のことから，形態および DNA の両面で，3 地

点のアマノリは全てアサクサノリであると考えられた．

精子嚢および接合胞子嚢の分裂については，黒木

(1961) はアサクサノリの天然藻体の観察で，生育末

期には精子嚢の c 分裂数が 8 になる個体が見られると

記述している．本研究で観察した個体が採集された時

期は 2 月下旬から 3 月上旬でやや生育末期 (3月下旬)

に近い季節ではあるものの，1 年のうちでも最も多く

の葉状体が見られる時期にあたる．従って，アサクサ

ノリでも生育末期でなくとも c 分裂が 8 になった個体

も多く見られる場合があることが示唆された．また，

三浦 (1994) は，スサビノリの接合胞子嚢の c 分裂に

おいて 4 に分裂する際には，その分裂面が体表面に対

して斜向し，アサクサノリでは斜向しない，と述べて

いる．しかし，本研究で観察した旧江戸川河口域の浦

安産および葛西産の個体で，c 分裂が 3 に分裂してい

た分裂面 (図 4J, 5J の矢印) は体表面に平行なもの

(図 4J) と斜向したもの (図 5J) と両方が見られた．

従って，接合胞子嚢の c 分裂において 4 に分裂する際

の分裂面が体表面に対して斜向するかしないかは，ア

サクサノリとスサビノリを見分ける特徴として必ずし

も適切な形質ではない可能性が考えられた．これらの

精子嚢や接合胞子嚢の分裂の特徴については，今後多

くの産地から得られた葉状体を用いて観察を行い，形

質としての有効性を検討する必要があるものと思われ

る．

アサクサノリの葉状体は多くの報告で雌雄同株また

は雄性異株であるとされている (黒木, 1961 ; 福原,

1968 ; 三浦, 1994)．しかし本研究で採集された葉状

体には，雄性異株の個体は全く認められなかった．

Niwa et al. (2005a) の熊本県河浦産アサクサノリの

培養結果や，菊地・二羽 (2006) の東京湾多摩川河口

域産アサクサノリの観察においても，雄性異株の葉状

体は得られておらず，今回の観察結果と一致する．ア

サクサノリにおける雄性異株葉状体の存在については

今後再検討が必要である．

千葉県沿岸でのアサクサノリの生育については，陶

山 (1890) 以後いくつかの報告があり (宮田ほか,

2002)，最も近いところでは Miyata and Kikuchi

(1997) が浦安市，木更津市，富津市から報告してい

る．これらの採集地点では，それ以後アサクサノリと

思われる藻の採集は行われておらず，また近年東京湾

では多摩川河口域以外の場所ではアサクサノリは見つ

かっていなかった (菊地・二羽, 2006)．

今回見つかった旧江戸川河口域は東京湾で近年に確

認された 2 か所目の生育地である．浦安側の生育地は，

東京ディズニーランドのすぐ横に位置し，Miyata and
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図 7. アマノリ属藻類培養糸状体 10 株のPCR-RFLP
電気泳動像 (1). レーン 1, スサビノリ U-51 ; 2, 河
浦産アサクサノリ ; 3, 4, 6－8, 東京湾多摩川河口域
産アサクサノリ, 株番号はそれぞれ UM-T11, 14, 35,
38, 39. 5 ; 一宮河口域産アマノリ, 株番号 UM-T34.
9, 10 ; 旧江戸川河口域浦安産アマノリ, 株番号はそ
れぞれ UM-T40, 41. M, サイズマーカー. A,B, IT
S 領域を用いた電気泳動像: A, 制限酵素 DraI
で反応処理したもの ; B, 制限酵素 HaeIII で反応処
理したもの ; C, RuBisCo スペーサー領域を用い，
制限酵素 MunI で反応処理したもの.



Kikuchi (1997) が採集した地点とほぼ同一地点であ

る．ここでは 2007 年も調査を行ったが，アマノリ属

藻類は見つからなかった．従って，糸状体は生育して

いるものの，葉状体が肉眼視できるほどに成長できな

いこともあると推測された．それはおそらく水温など

気象条件に影響される面が大きいと思われるが，詳細

は定かではない．浦安側のアサクサノリは，生育地の

面積的にも量的にも，非常に狭い範囲にごく少量が見

られるのみであるので，土木工事など環境に大きな変

化を及ぼす事柄の影響で生育地が消滅する可能性が非

常に高い．今後，生育の状況を定期的に把握するとと

もに，気象条件などによる成長の可否なども推測でき

る基礎資料を収集していく必要がある．

旧江戸川河口域の葛西側の生育地は，葛西海浜公園

東渚の干潟である．葛西海浜公園は，もともと三枚洲

と呼ばれる干潟と洲があった場所で，洲の一部に覆砂

して造られた人工海浜である．一般の人がレクリエー

ション空間として利用する西渚と，立入が禁止された

東渚がある (風呂田, 1996)．東渚は人の立入が禁止

された生態系の保護された干潟であり，絶滅危惧種で

あるアサクサノリの生育地としては好適な場所である．

ここにはアサクサノリの着生に適したヨシの大きな群

落もある．現状では，ヨシ群落の広がりに比べてアサ

クサノリの着生地帯はごく限られた範囲であり，この

原因は定かではない．しかし，このまま干潟の環境が

保たれていけば，アサクサノリはさらに分布を広げて

いくものと推測される．しかし，分布が限定されてい

る要因が継続することがあれば，アサクサノリは減少

する可能性も否定できないため，今後，継続的なアサ

クサノリの生育状況調査や，分布が限定される要因を

明らかにするための調査が必要と思われる．

これまで千葉県の太平洋沿岸ではアサクサノリの生

育は報告されて来なかった．本研究で明らかにされた

一宮川河口域のアサクサノリの生育は千葉県太平洋側

での初記録である．一宮川河口域には河口につながる

潟湖に約 2ha の干潟が広がり (環境省自然環境局生

物多様性センター, 2007)，潟湖内や河川両岸にかな

りの面積のヨシ群落が広がる．しかし，その広がりと

比べるとアサクサノリが着生していたのは潟湖南東部

のわずかなヨシ群落と潟湖から河口付近につながる水

路近辺のヨシのごく一部のみである．今後，これらの

ヨシ群落が何らかの理由で消滅した場合，アサクサノ

リも消滅する可能性が高い．千葉県の太平洋側で海に

流れ込む主な河川の河口付近には潟湖を有するものが

いくつかある．例えば，夷隅川，南白亀川，栗山川な

どである．著者のひとり菊地は，これらの河川の河口

付近の潟湖でも調査を行ったが，これまでのところア

サクサノリと思われるアマノリの生育は認められてい

ない．千葉県の数少ないアサクサノリ生育地のひとつ

を消滅させないために，潟湖内の干潟やヨシ群落の保

護が重要である．

謝 辞

葛西産アサクサノリを採集していただくとともに，
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図 8. アマノリ属藻類培養糸状体 10 株の PCR-
RFLP 電気泳動像 (2). レーン 1, スサビノリ U-5
1 ; 2, 河浦産アサクサノリ ; 3, 4, 10, 一宮河口域
産アマノリ, 株番号はそれぞれ UM-T19, 20, 42 ;
5－8, 旧江戸川河口域葛西産アマノリ, 株番号はそ
れぞれ UM-T30, 31, 32, 33 ; 9, 東京湾多摩川河
口域産アサクサノリ, 株番号 UM-T37. M, サイズ
マーカー ; A,B, ITS 領域を用いた電気泳動像: A,
制限酵素 DraI で反応処理したもの ; B, 制限酵素
HaeIII で反応処理したもの ; C, RuBisCo スペー
サー領域を用い，制限酵素 MunI で反応処理した
もの.
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The presence of the endangered species Porphyra

tenera was confirmed in Chiba Prefecture.Specific iden-

tity of populations of Porphyra algae from estuaries

of Old-Edogawa River in Tokyo Bay and Ichinomiya-

gawa River on the coast of the Pacific Ocean was

established by morphological comparison and PCR-

RFLP analyses. It is necessary to conserve the envi-

ronments of the habitats to maintain the P. tenera popu-

lations of the two estuaries.
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